
9
／
25
　

（日）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

第
６
回
喜
多
流「
久
留
米
座
」能               　
　

1
／
22
　

（土）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

第
49
回
久
留
米
謡
曲
連
盟
謡
曲
大
会         　
　

1
／
23
　

（日）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座　
　

第
20
回
ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繫
展（
W
e
b
展
示
）　　
　
　

2
／
1
　

（火）
〜
2
／
28
　

（月）
・
久
留
米
連
合
文
化
会
H
P

元
谷
京
子　
書
作
展　
ー
こ
と
ば
を
紡
ぐ
ー　
　
　
　

3
／
1
　

（火）
〜
3
／
31
　

（木）
・
筑
邦
銀
行
本
店

池
坊
三
潴
支
部                                     　
3
／
18
　

（金）
〜
3
／
21
　

（祝）
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
展
示
室

川
島
書
道
教
室
作
品
展                     　
　

 

　

3
／
18
　

（金）
〜
3
／
21
　

（祝）
・
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館　

利
休
忌（
裏
千
家
淡
交
会
）   　
　
　
　
　
　
　
　

  　
3
／
20
　

（日）　
・
よ
し
の
園　
和
室

第
38
集「
久
留
米
歌
壇
」発
行　
　
　
　
　
　
　
　

4
／
1
　

（金）　
発
行

玉
垂
宮
献
茶（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）　　
　
　
　
4
／
10
　

（日）　
・
玉
垂
宮

華
道
家
元
池
坊
久
留
米
支
部
花
展              　
4
／
16
　

（土）
〜
4
／
17
　

（日）
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
展
示
室

稲
吉
え
り
な 

オ
ー
ボ
エ
リ
サ
イ
タ
ル　
　
　
　

4
／
30
　

（土）　
・
文
化
セ
ン
タ
ー　
共
同
ホ
ー
ル

久
留
米
文
学
第
69
号
発
行               　

  　

   

5
／
1
　

（日）　
発
行

水
天
宮
献
茶（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）　　
　
　
　
5
／
3
　

（祝）　
・
水
天
宮

大
日
本
茶
道
学
会
福
岡
地
区
研
修
会　
　
　

  　

5
／
8
　

（日）　
・
大
濠
公
園
日
本
庭
園

　

             　

令
和
4
年
度
連
文
定
期
総
会　
　
　
　
　
　
　

5
／
29
　

（日）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
大
会
議
室

第
40
回
心
象
会
展　

             　
　
　
　

     

　

5
／
31
　

（火）
〜
6
／
5
　

（日）
・
久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

田
中
慧
の「
癒
し
の
花
」水
彩
画
展　
　
　
　
　
　

6
／
5
　

（日）
〜
26
　

（日）
・
山
辺
道
文
化
館

第
58
回
久
留
米
短
歌
大
会                          

6
／
5
　

（日）　
・
石
橋
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

日
本
舞
踊
部
公
演『
春
の
彩
』　　
　
　
　
　
　
　

6
／
18
　

（土）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

第
56
回
仲
縄
忌
俳
句
大
会　

     　
　
　
　
　
　

6
／
27
　

（月）　
・
遍
照
院・野
中
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
15
回
工
芸
部
作
品
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
／
28
　

（火）
〜
7
／
3
　

（日）
・
久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

2
0
2
2
年　
旅
立
ち　
1
9
7
0
年
代
国
鉄
ジ
オ
ラ
マ・書
画
作
品　
7
／
1
　

（金）
〜
7
／
29
　

（金）
・
荒
木
駅
前
郵
便
局
内

久
留
米
児
童
合
唱
団
第
50
回
記
念
定
期
演
奏
会 

7
／
18
　

（祝）　
・
石
橋
文
化
ホ
ー
ル

短
歌
部
歌
評
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

7
／
23
　

（土）　
・
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

九
州
芸
文
館
特
別
展「
あ
ゆ
み
ー
伊
藤
髟
耳
展
」　
7
／
23
　

（土）
〜
8
／
23
　

（日）
・
九
州
芸
文
館　
教
室
工
房
1・2

青
木
繁
旧
居
　

生
け
花
展
示（
草
月
流
万
年
青
会
中
野
松
芳
社
中
）　   

　
　

通
年　
・
青
木
繁
旧
居

J
R
久
留
米
駅
　

生
け
花
展
示（
小
原
流
・
草
月
流
・
嵯
峨
御
流
／
毎
週
交
代
）
通
年　
・
J
R
久
留
米
駅
構
内

水
天
宮
献
茶（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）          　

8
／
6
　

（土）　
・
水
天
宮

第
22
回
フ
ジ
タ
バ
レ
エ
研
究
生
発
表
会　
　

 

8
／
7
　

（日）　
・
石
橋
文
化
ホ
ー
ル  

第
７
回
ジ
ュ
ニ
ア
文
芸
大
会〈
公
募
〉   　
　

 

8
／
1
　

（月）
〜
9
／
7
　

（水）
・
久
留
米
連
合
文
化
会
事
務
局

杉
並
児
童
合
唱
団　

久
留
米
公
演  　
　
　

  

8
／
8
　

（月）・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　

  

第
41
回
会
員
華
道
展　
　
　
　
　
　
　
　

 　
9
／
8
　

（木）
〜
9
／
11
　

（日）
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
2
F
展
示
室

上
下
水
道
フ
ェ
ア（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）  　

9
／
18
　

（日）　
・
南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー 

大
日
本
茶
道
学
会
福
岡
地
区
研
修
会  　
　
　

9
／
23
　

（金）　
・
大
濠
公
園
日
本
庭
園

　
　観

月
茶
会（
裏
千
家
淡
交
会
）             　
　
　
　

10
／
1
　

（土）　
・
六
角
堂
広
場

日
本
礼
道
小
笠
原
流
創
流
90
周
年
記
念
茶
会 

10
／
2
　

（日）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
4
階・5
階

高
良
大
社
献
茶（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）   　
　

10
／
10
　

（祝）　
・
高
良
大
社

第
71
回
久
留
米
市
総
合
美
術
展     　
　
　
　

11
／
9
　

（水）
〜
11
／
27
　

（日）
・
久
留
米
市
美
術
館　
１
階

第
51
回
会
員
美
術
展　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

11
／
9
　

（水）
〜
11
／
27
　

（日）
・
久
留
米
市
美
術
館　
１
階

日
吉
神
社
献
茶（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）　　
　

11
／
11
　

（金）　
・
日
吉
神
社

第
68
回
桃
青
忌
俳
句
大
会           　
　
　

 　
11
／
23
　

（祝）　
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
上
津

第
29
回
賢
順
記
念
全
国
箏
曲
祭 　
　
　
　

 　
11
／
27
　

（日）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

第
73
回
西
部
示
現
会
展                 　
　

 　
12
／
6
　

（火）
〜
12
／
11
　

（日）
・
久
留
米
市
美
術
館　
１
階

第
67
回
助
け
合
い
茶
会 　
　
　

    　
　
　
　

12
／
11
　

（日）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　

第
21
回
ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繫
展〈
公
募・搬
入
〉 　
12
／
12
　

（月）
〜
12
／
16
　

（金）
・
久
留
米
連
合
文
化
会
事
務
局

水
墨
画
部
展          　

 　
　
　

      　
　

 　
12
／
13
　

（火）
〜
12
／
18
　

（日）
・
久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

総
合
文
化
部
門　
ー
演
奏
会・第
４
回
部
門
展
ー 

12
／
16
　

（金）
〜
12
／
18
　

（日）
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

ふ
る
さ
と
の
名
曲
in
久
留
米
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

12
／
24
　

（土）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

青
木
繁
旧
居
　

生
け
花
展
示（
草
月
流
万
年
青
会
中
野
松
芳
社
中
）　   

　
　

通
年　
・
青
木
繁
旧
居

J
R
久
留
米
駅
　

生
け
花
展
示（
小
原
流
・
草
月
流
・
嵯
峨
御
流
／
毎
週
交
代
）
通
年　
・
J
R
久
留
米
駅
構
内

R
EN

B
U

N
 C

A
LEN

D
A

R

◎
日
誌
◎
報
告

　report

2
0
2
2
年（
令
和
4
年
）　
1
月
〜
7
月

◎
芸
術
散
策
◎
行
事
の
お
知
ら
せ

inform
ation

2
0
2
2
年（
令
和
4
年
）　
8
月
〜
12
月

5
／
21
　

（土）　
・
文
化
セ
ン
タ
ー　
共
同
ホ
ー
ル

ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
O・V・G・

　
　
　

結
成
20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

ド
ク
タ
ー
ブ
ン
ブ
ン

     

ア
ー
ト
で
あ
そ
ぼ
う
！　

久
留
米
座
ア
ー
ト   　

訃
報（
令
和
4
年
1
月
〜
7
月
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

瀬
戸
島　
宗
芳（
芳
子
）　
さ
ん　（
茶
道
部
）　
令
和
3
年
9
月
4
日

浅
見　
寧　
さ
ん　　
　
（
洋
画
部
）　
令
和
4
年
2
月
14
日

秋
山　
和
豊　
さ
ん　　
（
洋
画
部
）　
令
和
4
年
3
月
12
日

古
賀　
た
か
し　
さ
ん　（
写
真
部
）　
令
和
4
年
5
月
10
日

Vol.113
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本
年
１
月
に

第
21
代
久
留
米

市
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
原
口

新
五
で
す
。
就
任

に
あ
た
り
、
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

 

久
留
米
連
合
文
化
会
は
、「
文
化
に
よ
っ
て
地

域
を
復
興
し
、
人
々
が
自
信
と
誇
り
と
生
き
る

こ
と
の
喜
び
を
取
り
戻
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
い
う
崇
高
な
理
念
の
も
と
、
昭
和
2
4
年

に
発
足
を
さ
れ
て
以
来
、
連
綿
と
活
動
を
続
け

ら
れ
、
今
日
ま
で
素
晴
ら
し
い
歴
史
と
実
績
を

積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
５
０
０

名
を
超
え
る
会
員
の
皆
様
が
、
県
南
地
域
の
文

化
芸
術
振
興
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

久
留
米
連
合
文
化
会
が
、
こ
の
よ
う
に
発
展

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
内
野
博
夫
会
長
を

は
じ
め
、
歴
代
の
会
長
、
役
員
の
皆
様
の
並
々

な
ら
ぬ
努
力
と
、
会
員
の
皆
様
の
熱
意
の
あ
る

活
動
の
賜
物
で
あ
り
、
深
甚
な
る
経
緯
と
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。

 

さ
て
、
本
市
は
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て

栄
え
、
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
多
彩
な
地
域
資

源
を
培
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
文
化
芸
術

の
分
野
で
は
、
才
能
あ
ふ
れ
る
人
材
を
多
数
輩

出
し
て
い
る
ほ
か
、
市
民
の
皆
様
の
活
動
も
大

変
盛
ん
な
土
地
柄
で
す
。
こ
の
よ
う
な
文
化
芸

術
の
土
壌
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、
今

後
の
市
政
運
営
方
針
に
お
い
て
、「
安
心
・
安

全
で
活
力
に
あ
ふ
れ
た
、
誰
も
が
活
き
活
き
生

活
・
活
躍
で
き
る
共
生
の
ま
ち
」
の
実
現
を
基

本
目
標
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
柱
の
１
つ
と
し

て
、
次
世
代
の
志
や
夢
、
希
望
を
か
な
え
る
た

め
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の

鍵
と
な
る
担
い
手
の
育
成
と
発
掘
、
環
境
整
備

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
文
化
芸

術
の
分
野
で
は
、
楽
し
む
機
会
の
創
出
、
人
材

の
発
掘
・
育
成
・
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

  

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ
り
一
層

厳
し
さ
を
増
す
中
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
見
極

め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
、
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
や

久
留
米
市
美
術
館
な
ど
の
活
用
と
文
化
・
芸
術

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
創
出
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
久
留
米
の
文
化
・
芸
術
の
振
興

に
は
、
久
留
米
連
合
文
化
会
の
活
動
は
大
き
な

意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
皆
様
方
に
は
そ

の
先
導
役
と
し
て
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
は
な
り
ま
す
が
、
久
留
米
連
合
文
化
会

の
更
な
る
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
活

躍
、
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

久
留
米
市
長
　
原
口
　

新
五

久
留
米
市
長
就
任
に
あ
た
っ
て

令
和
4
年
度
定
期
総
会
を
終
え
て

 

久
留
米
連
合
文
化
会
定
期
総
会
は
５
月
29
日

（土）　
10
時
〜
11
時
半
、
久
留
米
シ
テ
イ
プ
ラ
ザ
大

会
議
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

1
．会
長
あ
い
さ
つ

2
．定
足
数
報
告

会
員
5
0
7
名
に
対
し
出
席
1
2
8
名　

委
任

状
2
3
6
名
、
計
3
6
4
名
で
定
足
数
を
満
た

し
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。（
過
半
数
充
足
）

3
．議
長
選
出　

洋
画
部　

向
坂
代
表
理
事

4
．議
案
審
議

●
第
１
号
議
案

　

令
和
３
年
度
久
留
米
連
合
文
化
会
事
業
報
告　

　

並
び
に
決
算
承
認
（
監
査
報
告
）

●
第
2
号
議
案

　

令
和
４
年
度
連
文
事
業
計
画
及
び
予
算
（
案
）

　
　
　

報
告
事
項

５
．議
長
退
席 

６
．表
彰
（
過
去
2
年
間
の
方
） 

７
．新
会
員
紹
介 
 

　

１
〜
７
の
次
第
で
一
号
議
案
二
号
議
案
、
共

に
執
行
部
原
案
通
り
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

 

 

 

 

 

　

決
算
・
予
算
等
ス
ク
リ
ー
ン
に
グ
ラ
フ
で
表

し
視
覚
化
に
務
め
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
為
、
2
年

間
は
対
面
で
の
事
業
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
ず
不
安
な

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
感
染
対
策
を
徹
底
し

た
上
で
対
面
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

　

会
報
誌
１
１
１

号
に
お
い
て
、
私

の
就
任
あ
い
さ
つ

「
船
出
に
際
し

て
・
・
・
。
」
で
も

述
べ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
情
報
の
提
供
が
要
求

さ
れ
る
時
代
で
す
。
正
副
会
長
会
議
な
ら
び

に
、
各
委
員
会
の
審
議
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
公
開
し
、
会
の
決
算
・
予
算
等
も
理
事

会
・
総
会
で
視
覚
化
を
進
め
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
変
異
を
繰

り
返
し
、
再
び
感
染
が
急
拡
大
し
福
岡
コ
ロ
ナ

特
別
警
報
も
発
令
さ
れ
終
息
が
見
通
せ
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
今
年

度
は
感
染
予
防
を
徹
底
し
、
対
面
で
の
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
若
い
会
員
の
み
な
さ

ん
と
の
交
流
を
通
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
本
年
度
は
、
比
較
的
若
い
会
員
の

多
い
青
年
部
委
員
会
を
は
じ
め
広
報
委
員
会
・

企
画
運
営
委
員
会
等
各
種
委
員
会
を
、
少
し
で

は
あ
り
ま
す
が
予
算
面
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。

　

連
文
も
他
の
団
体
と
同
様
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
の
で
、
特
に
若
い
人
に
入
会
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
活
動
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
文

化
団
体
で
、
若
い
人
が
入
会
し
た
い
と
思
う
よ

久
留
米
連
合
文
化
会
　

会
長
　 

内
野
　

博
夫

う
な
輝
き
を
放
つ
連
文
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

久
留
米
地
域
に
在
住
の
方
を
は
じ
め
と
し

て
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
方
々
に
礼
を
尽
く
し

て
入
会
の
招
待
を
行
い
、
久
留
米
地
域
の
文
化

的
向
上
に
い
さ
さ
か
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
本
望

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

    

〈　
当
面
の
課
題　
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

現
在
正
副
会
長
会
で
は
過
去
の
規
約
改
正
及

び
若
い
会
員
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
お
り
、
近
い
う
ち
に
方
向

性
を
示
し
て
企
画
運
営
委
員
会
へ
諮
問
い
た
し

ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て
総
合
文
化
部
門
の

ジ
ャ
ン
ル
内
容
を
再
検
討
、
理
事
の
定
数
基
準

及
び
理
事
の
選
出
母
体
（
部
）
に
つ
い
て
も
検

討
・
諮
問
い
た
し
ま
す
。

　

連
文
の
収
入
は
会
費
及
び
久
留
米
市
か
ら
の

補
助
金
が
主
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
補
助

金
も
毎
年
保
証
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
国
や
県
の
補
助
金
、
民
間
企
業
の
補
助
金

も
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
数
多
く
申
請
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
補
助
金
申

請
に
伴
い
収
益
事
業
開
始
届
書
を
税
務
署
に
提

出
す
る
場
面
も
で
て
き
て
お
り
、
N
P
O
法
人

化
を
含
め
て
連
文
の
組
織
の
在
り
方
を
検
討
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
広
く
会
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い

て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
留
米
連
合
文
化
会
日
本
舞
踊
公
演

主
催
・
久
留
米
連
合
文
化
会
日
本
舞
踊
部　

代
表
者
・
花
柳
三
枝
君

　

３
月
に
予
定
し
て
い
た
日
本
舞
踊
公
演

『
春
の
彩
』
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
受
け

延
期
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
６

月
18
日
（土）
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
久
留
米
座

に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
梅
雨
の
合
間
の
青
空
が
広
が
り

朝
か
ら
真
夏
の
よ
う
な
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
公
演
は
、
国
内
外
で
活
躍
中
の
花

柳
源
九
郎
氏
に
よ
る
分
か
り
易
い
解
説
や
、

舞
台
を
裏
で
支
え
て
く
れ
て
い
る
後
見
・
狂

言
・
鬘
・
衣
裳
な
ど
の
紹
介
を
交
え
、
は
じ

め
て
日
本
舞
踊
を
ご
覧
い
た
だ
く
方
に
も
楽

し
く
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
連
文
日
本
舞
踊
部
と
し
て
の

鬘
・
衣
裳
を
つ
け
た
本
格
的
な
会
は
実
に
12

年
ぶ
り
で
し
た
。

　

出
演
者
そ
れ
ぞ
れ
が
舞
台
に
向
け
稽
古
に

励
ん
だ
こ
と
、
今
ま
で
に
な
い
緊
張
の
中
舞

台
に
立
て
た
こ
と
、
感
染
対
策
に
ご
協
力
い

た
だ
き
つ
つ
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
来

場
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
今
ま
で
普
通
に
出
来

た
こ
と
が
今
日
で
は
奇
跡
に
等
し
く
ご
支
援

い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝
は
つ
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
泉
流
・
花
柳
流
・
藤
間
流
・

若
柳
流
と
日
本
舞
踊
の
主
た
る
流
派
が
一
同

に
会
す
連
文
日
本
舞
踊
部
の
特
性
を
活
か

し
、
互
い
に
研
鑽
を
重
ね
日
本
舞
踊
の
発
展

に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
日
本
舞
踊
部
・
藤
間　
勘
志
龍
）

久
留
米
連
合
文
化
会

令
和
4
年
度
定
期
総
会
報
告

久
留
米
連
合
文
化
会

令
和
4
年
度
定
期
総
会
報
告

こ
う
け
ん

き
ょ
う

げ
ん

か
つ
ら

い
し
ょ
う
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本
年
１
月
に

第
21
代
久
留
米

市
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
原
口

新
五
で
す
。
就
任

に
あ
た
り
、
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

 

久
留
米
連
合
文
化
会
は
、「
文
化
に
よ
っ
て
地

域
を
復
興
し
、
人
々
が
自
信
と
誇
り
と
生
き
る

こ
と
の
喜
び
を
取
り
戻
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
い
う
崇
高
な
理
念
の
も
と
、
昭
和
2
4
年

に
発
足
を
さ
れ
て
以
来
、
連
綿
と
活
動
を
続
け

ら
れ
、
今
日
ま
で
素
晴
ら
し
い
歴
史
と
実
績
を

積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
５
０
０

名
を
超
え
る
会
員
の
皆
様
が
、
県
南
地
域
の
文

化
芸
術
振
興
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

久
留
米
連
合
文
化
会
が
、
こ
の
よ
う
に
発
展

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
内
野
博
夫
会
長
を

は
じ
め
、
歴
代
の
会
長
、
役
員
の
皆
様
の
並
々

な
ら
ぬ
努
力
と
、
会
員
の
皆
様
の
熱
意
の
あ
る

活
動
の
賜
物
で
あ
り
、
深
甚
な
る
経
緯
と
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。

 

さ
て
、
本
市
は
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て

栄
え
、
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
多
彩
な
地
域
資

源
を
培
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
文
化
芸
術

の
分
野
で
は
、
才
能
あ
ふ
れ
る
人
材
を
多
数
輩

出
し
て
い
る
ほ
か
、
市
民
の
皆
様
の
活
動
も
大

変
盛
ん
な
土
地
柄
で
す
。
こ
の
よ
う
な
文
化
芸

術
の
土
壌
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、
今

後
の
市
政
運
営
方
針
に
お
い
て
、「
安
心
・
安

全
で
活
力
に
あ
ふ
れ
た
、
誰
も
が
活
き
活
き
生

活
・
活
躍
で
き
る
共
生
の
ま
ち
」
の
実
現
を
基

本
目
標
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
柱
の
１
つ
と
し

て
、
次
世
代
の
志
や
夢
、
希
望
を
か
な
え
る
た

め
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の

鍵
と
な
る
担
い
手
の
育
成
と
発
掘
、
環
境
整
備

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
文
化
芸

術
の
分
野
で
は
、
楽
し
む
機
会
の
創
出
、
人
材

の
発
掘
・
育
成
・
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

  

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ
り
一
層

厳
し
さ
を
増
す
中
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
見
極

め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
、
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
や

久
留
米
市
美
術
館
な
ど
の
活
用
と
文
化
・
芸
術

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
創
出
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
久
留
米
の
文
化
・
芸
術
の
振
興

に
は
、
久
留
米
連
合
文
化
会
の
活
動
は
大
き
な

意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
皆
様
方
に
は
そ

の
先
導
役
と
し
て
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
は
な
り
ま
す
が
、
久
留
米
連
合
文
化
会

の
更
な
る
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
活

躍
、
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

久
留
米
市
長
　
原
口
　

新
五

久
留
米
市
長
就
任
に
あ
た
っ
て

令
和
4
年
度
定
期
総
会
を
終
え
て

 

久
留
米
連
合
文
化
会
定
期
総
会
は
５
月
29
日

（土）　
10
時
〜
11
時
半
、
久
留
米
シ
テ
イ
プ
ラ
ザ
大

会
議
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

1
．会
長
あ
い
さ
つ

2
．定
足
数
報
告

会
員
5
0
7
名
に
対
し
出
席
1
2
8
名　

委
任

状
2
3
6
名
、
計
3
6
4
名
で
定
足
数
を
満
た

し
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。（
過
半
数
充
足
）

3
．議
長
選
出　

洋
画
部　

向
坂
代
表
理
事

4
．議
案
審
議

●
第
１
号
議
案

　

令
和
３
年
度
久
留
米
連
合
文
化
会
事
業
報
告　

　

並
び
に
決
算
承
認
（
監
査
報
告
）

●
第
2
号
議
案

　

令
和
４
年
度
連
文
事
業
計
画
及
び
予
算
（
案
）

　
　
　

報
告
事
項

５
．議
長
退
席 

６
．表
彰
（
過
去
2
年
間
の
方
） 

７
．新
会
員
紹
介 
 

　

１
〜
７
の
次
第
で
一
号
議
案
二
号
議
案
、
共

に
執
行
部
原
案
通
り
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

 

 

 

 

 

　

決
算
・
予
算
等
ス
ク
リ
ー
ン
に
グ
ラ
フ
で
表

し
視
覚
化
に
務
め
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
為
、
2
年

間
は
対
面
で
の
事
業
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
ず
不
安
な

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
感
染
対
策
を
徹
底
し

た
上
で
対
面
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

　

会
報
誌
１
１
１

号
に
お
い
て
、
私

の
就
任
あ
い
さ
つ

「
船
出
に
際
し

て
・
・
・
。
」
で
も

述
べ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
情
報
の
提
供
が
要
求

さ
れ
る
時
代
で
す
。
正
副
会
長
会
議
な
ら
び

に
、
各
委
員
会
の
審
議
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
公
開
し
、
会
の
決
算
・
予
算
等
も
理
事

会
・
総
会
で
視
覚
化
を
進
め
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
変
異
を
繰

り
返
し
、
再
び
感
染
が
急
拡
大
し
福
岡
コ
ロ
ナ

特
別
警
報
も
発
令
さ
れ
終
息
が
見
通
せ
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
今
年

度
は
感
染
予
防
を
徹
底
し
、
対
面
で
の
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
若
い
会
員
の
み
な
さ

ん
と
の
交
流
を
通
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
本
年
度
は
、
比
較
的
若
い
会
員
の

多
い
青
年
部
委
員
会
を
は
じ
め
広
報
委
員
会
・

企
画
運
営
委
員
会
等
各
種
委
員
会
を
、
少
し
で

は
あ
り
ま
す
が
予
算
面
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。

　

連
文
も
他
の
団
体
と
同
様
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
の
で
、
特
に
若
い
人
に
入
会
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
活
動
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
文

化
団
体
で
、
若
い
人
が
入
会
し
た
い
と
思
う
よ

久
留
米
連
合
文
化
会
　

会
長
　 

内
野
　

博
夫

う
な
輝
き
を
放
つ
連
文
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

久
留
米
地
域
に
在
住
の
方
を
は
じ
め
と
し

て
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
方
々
に
礼
を
尽
く
し

て
入
会
の
招
待
を
行
い
、
久
留
米
地
域
の
文
化

的
向
上
に
い
さ
さ
か
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
本
望

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

    

〈　
当
面
の
課
題　
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

現
在
正
副
会
長
会
で
は
過
去
の
規
約
改
正
及

び
若
い
会
員
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
お
り
、
近
い
う
ち
に
方
向

性
を
示
し
て
企
画
運
営
委
員
会
へ
諮
問
い
た
し

ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て
総
合
文
化
部
門
の

ジ
ャ
ン
ル
内
容
を
再
検
討
、
理
事
の
定
数
基
準

及
び
理
事
の
選
出
母
体
（
部
）
に
つ
い
て
も
検

討
・
諮
問
い
た
し
ま
す
。

　

連
文
の
収
入
は
会
費
及
び
久
留
米
市
か
ら
の

補
助
金
が
主
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
補
助

金
も
毎
年
保
証
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
国
や
県
の
補
助
金
、
民
間
企
業
の
補
助
金

も
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
数
多
く
申
請
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
補
助
金
申

請
に
伴
い
収
益
事
業
開
始
届
書
を
税
務
署
に
提

出
す
る
場
面
も
で
て
き
て
お
り
、
N
P
O
法
人

化
を
含
め
て
連
文
の
組
織
の
在
り
方
を
検
討
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
広
く
会
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い

て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
留
米
連
合
文
化
会
日
本
舞
踊
公
演

主
催
・
久
留
米
連
合
文
化
会
日
本
舞
踊
部　

代
表
者
・
花
柳
三
枝
君

　

３
月
に
予
定
し
て
い
た
日
本
舞
踊
公
演

『
春
の
彩
』
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
受
け

延
期
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
６

月
18
日
（土）
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
久
留
米
座

に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
梅
雨
の
合
間
の
青
空
が
広
が
り

朝
か
ら
真
夏
の
よ
う
な
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
公
演
は
、
国
内
外
で
活
躍
中
の
花

柳
源
九
郎
氏
に
よ
る
分
か
り
易
い
解
説
や
、

舞
台
を
裏
で
支
え
て
く
れ
て
い
る
後
見
・
狂

言
・
鬘
・
衣
裳
な
ど
の
紹
介
を
交
え
、
は
じ

め
て
日
本
舞
踊
を
ご
覧
い
た
だ
く
方
に
も
楽

し
く
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
連
文
日
本
舞
踊
部
と
し
て
の

鬘
・
衣
裳
を
つ
け
た
本
格
的
な
会
は
実
に
12

年
ぶ
り
で
し
た
。

　

出
演
者
そ
れ
ぞ
れ
が
舞
台
に
向
け
稽
古
に

励
ん
だ
こ
と
、
今
ま
で
に
な
い
緊
張
の
中
舞

台
に
立
て
た
こ
と
、
感
染
対
策
に
ご
協
力
い

た
だ
き
つ
つ
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
来

場
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
今
ま
で
普
通
に
出
来

た
こ
と
が
今
日
で
は
奇
跡
に
等
し
く
ご
支
援

い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝
は
つ
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
泉
流
・
花
柳
流
・
藤
間
流
・

若
柳
流
と
日
本
舞
踊
の
主
た
る
流
派
が
一
同

に
会
す
連
文
日
本
舞
踊
部
の
特
性
を
活
か

し
、
互
い
に
研
鑽
を
重
ね
日
本
舞
踊
の
発
展

に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
日
本
舞
踊
部
・
藤
間　
勘
志
龍
）

久
留
米
連
合
文
化
会

令
和
4
年
度
定
期
総
会
報
告

久
留
米
連
合
文
化
会

令
和
4
年
度
定
期
総
会
報
告

こ
う
け
ん

き
ょ
う

げ
ん

か
つ
ら

い
し
ょ
う
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第
24
回
　

短
歌
部「
歌
評
会
」

　

令
和
4
年
7
月
23
日
（土）
、え
ー
る
ピ
ア
久
留

米
２
０
６
号
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

選
者
2
名
に
よ
る
特
選
歌
と
互
選
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
特
選
歌

　
　
　
　
　
　
藤
吉　
宏
子　
選

黄
金
の
麦
の
広
畑
誇
ら
し
く
小
雀
の
飛

ぶ
声
高
く
飛
ぶ　
　
　
　

田
代　
直
美

は
し
ゃ
ぐ
少
女
等
静
か
に
な
り
て
大
人

さ
び
首
か
し
げ
つ
つ
お
手
前
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
津　
郁
子

あ
ざ
ー
す
も
自
転
車
も
す
ぐ
に
風
と
な

る
我
と
夏
草
共
に
ゆ
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
よ
し
こ

　
　
　
　
栗
林　
喜
美
子　
選

古
き
家
退
き
て
真
北
に
は
ろ
ば
ろ
と
筑

紫
国
原
宝
満
の
山　
　
　

堀
江　
英
毅

義
兄
逝
き
て
独
り
と
な
れ
る
姉
の
家
丸

ご
と
つ
つ
み
時
計
草
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　
厚
子

暴
威
も
て
踏
み
躙
ら
れ
し
魂
思
ひ
今
年

の
蛍
逢
ひ
に
ゆ
け
ざ
り　

酒
井　
イ
オ
ヱ

◎
互
選朝

顔
の
花
咲
く
支
柱
に
熊
蝉
の
勇
士
の

ご
と
き
抜
け
殻
ひ
か
る　

白
土　
久
美
子

夏
つ
ば
き
咲
け
ば
貴
女
を
想
ひ
出
す
も

一
度
会
ひ
た
い
今
日
七
回
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
島　
ミ
ヤ
子

古
き
家
退
き
て
真
北
に
は
ろ
ば
ろ
と
筑

紫
国
原
宝
満
の
山　
　
　

堀
江　
英
毅

　
　
　
　
　
　
　
（
短
歌
部・田
代 

直
美
）

一
位

三
位

二
位

一
位

三
位

二
位

一
位

三
位

二
位

第
56
回
　

仲
縄
忌
俳
句
大
会

　

６
月
27
日
（月）
、コ
ロ
ナ
禍
も
収
束
に
向
か
い

つ
つ
あ
る
中
、遍
照
院
に
て
高
山
彦
九
郎
先
生

の
二
百
三
十
回
忌
の
法
要
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

今
年
も
、本
堂
で

の
み
の
法
要
と
い

う
こ
と
で
、御
墓
所

の
周
り
や
庭
園
を

吟
行
し
、午
後
一
時

よ
り
、野
中
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
て
、

俳
句
大
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

選
者
二
名
の
特

選
句（
◎
）佳
作
句

は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
大
力　
妙
子　
選

こ
の
街
に
根
付
く
忌
日
や
苔
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野　
愛
子　

万
緑
や
志
士
の
精
神
色
褪
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　
桂
子　

仲
縄
忌
孤
高
の
志
士
を
忘
れ
ま
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　
清
志　

　
　
　
　
吉
田　
い
ず
み　
選

緑
蔭
へ
忌
心
深
く
集
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野　
愛
子　

梅
天
に
松
籟
を
聞
く
仲
縄
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　
清
志　

昼
の
蚊
の
飛
び
交
ふ
音
や
忌
日
寺　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
谷
京
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
俳
句
部・野
口 

桂
子
）

第
58
回
　

久
留
米
短
歌
大
会

第
15
回
　

連
文
工
芸
部
作
品
展

華
道
家
元
池
坊

久
留
米
支
部
花
展

　

令
和
４
年
４
月
16
日
（土）
〜
17
日
（日）
、久
留
米

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
展
示
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
〈　
故　
松
永 

滋
先
生
を
偲
ん
で　
〉

家
元
教
授
で
も
あ
り
、久
留
米
支
部
員
と
し
て

長
き
に
わ
た
り
支
え
て
下
さ
っ
た
故
松
永
滋
先

生
の
追
悼
花
展

と
し
て
来
場
の

方
か
ら
も
見
応

え
の
あ
る
花
展

で
し
た
と
感
想

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。二
日
間
で

ジ
ュ
ニ
ア
も
含

め
１
１
０
名
が

出
瓶
，７
０
０

名
の
入
場
者
が

あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
感
染
予
防
を
徹
底
し
、無

事
に
花
展
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
華
道
部
・
関 

靖
子
）

　

令
和
4
年
6
月
5
日
（日）
、石
橋
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
た
久
留
米
短
歌
大
会
が

会
場
閉
鎖
と
な
り
、二
年
間
開
催
出
来
ず
誌
上

開
催
や
中
止
で
し
た
。今
回
三
年
ぶ
り
に
短
歌

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。不
安
な
中
に
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
は
大
変
で

し
た
が
、精
一
杯
注
意
を
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、作
品
応
募
者
以
外
に
も
見
学
者

が
来
場
さ
れ
講
演
や
、歌
評
な
ど
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。特
に
講
演
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ

る
、映
像
で
の
説
明
で
解
り
や
す
く
楽
し
い
講

演
だ
っ
た
と
皆
さ
ん
お
喜
び
に
な
り
ま
し
た
。

福
岡
女
学
院
大
学
助
教
授
で
歌
人
と
し
て
も

有
名
な
桜
川
冴
子
先
生
の
講
演
で
、演
題
は

『
短
歌
で
め
ぐ
る
九
州
・
沖
縄
』で
し
た
。立
ち

見
を
さ
れ
て
聞
い
て
い
る
方
も
お
ら
れ
た
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。今
後
も
市
内
の
見
学
の
方

も
、お
お
い
に
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
ご
遠
慮
な

く
見
学
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、十
二

歳
の
方
の
応
募

作
品
も
あ
り
ま

し
た
。後
で
お

話
し
し
ま
し
た

ら
、短
歌
が
好

き
だ
と
の
こ
と

で
し
た
。今
後

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、久
留
米
連
合
文
化
会

よ
り
会
長
様
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
に
も
ご

来
賓
と
し
て
お
越
し
下
さ
り
、大
変
あ
り
が
た

く
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

特
選
歌
は
次
の
と
お
り
で
す
。

久
留
米
市
長
賞

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
さ
れ
し
か
脳
銀
行
の
暗
証

番
号
ま
る
二
日
消
ゆ　

　
　
　
　
　
　

福
岡
市　

末
次　
典
子

久
留
米
市
議
会
議
長
賞

課
題
と
ふ
吾
の
来
し
方
を
問
ふ
孫
に
伏
せ

た
き
事
の
一
つ
語
ら
ず

　
　
　
　
　
　

柳
川
市　

高
橋　
将
代

久
留
米
市
教
育
委
員
会
賞

春
の
日
に
ハ
イ
ネ
の
詩
を
ば
語
る
と
き
君

の
瞳
は
か
が
や
い
て
い
た

　
　
　
　
　
　

小
郡
市　

椛
島　
貴
美
子

久
留
米
文
化
推
進
協
議
会
賞

あ
た
ら
し
き 

人
流 

と
い
ふ
川
流
れ
人
と

め
ど
な
く
暗
渠
に
消
ゆ
る

　
　
　
　
　
　

筑
後
市　

井
寺　
容
子

西
日
本
新
聞
社
賞

柿
若
葉
す
き
間
も
あ
ら
ず
繁
り
合
ひ
梅
雨

の
晴
れ
間
の
陽
に
輝
け
り

　
　
　
　
　
　

糸
島
市　

鐘
川　
千
代
美

西
日
本
新
聞
社
賞

立
春
の
光
を
歩
む
杖
な
が
ら
十
歩
の
影
を

ふ
り
む
き
に
け
り　

　
　
　
　
　
　

福
岡
市　

村
山　
安
義

　
　
　
　
　
　
　
　
（
短
歌
部・田
代 

直
美
）　

◎◎◎◎◎

な
づ
き

あ
ゆ

稲
吉
え
り
な 

オ
ー
ボ
エ
リ
サ
イ
タ
ル

　

4
月
30
日
（土）
、
文
化
セ
ン
タ
ー
共
同
ホ
ー

ル
に
於
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
11
月
に
久
留
米
市
芸
術
奨
励
賞
を

い
た
だ
き
、
記
念
リ
サ
イ
タ
ル
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
延
期
が
続
き
、
1
年
半

と
い
う
月
日
が
流
れ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
私
が
フ
ラ
ン
ス
を
留
学
先

に
選
ぶ
決
め
手

に
な
っ
た
作
曲

家
、
フ
ラ
ン
シ

ス
・
プ
ー
ラ
ン

ク
の
ソ
ナ
タ
な

ど
、
オ
ー
ボ
エ

の
た
め
の
曲
を

中
心
に
構
成

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ

た
た
か
い
お
客

様
に
囲
ま
れ

て
、
大
好
き
な
曲
を
大
好
き
な
久
留
米
で
演
奏

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
思
い
出

に
残
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
間
で
は
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
流
れ
て
い
ま
す
が
、「
音
楽

の
持
つ
力
」
を
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
私
に
で
き

る
こ
と
を
精
一
杯
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

　

Ｏ
Ｖ
Ｇ
は
久
留
米
か
ら
ゴ
ス
ペ
ル
音
楽
を
発

信
す
べ
く
20
年
前
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
病
院
施
設

の
慰
問
な
ど
を
活
動
発
表
の
場
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
昨
年
11
月
に
久
留
米
市
芸
術
奨
励
賞
を

受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
念
し
、
20

年
の
思
い
を
繋
ぐ

形
で
5
月
21
日
（土）

文
化
セ
ン
タ
ー
共

同
ホ
ー
ル
に
於
い

て
初
の
自
主
企
画

単
独
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
の
20
年
で
与

え
ら
れ
た
出
会
い

で
豪
華
な
ゲ
ス
ト

の
皆
様
に
も
ご
出

演
い
た
だ
き
、
ご
来
場
の
皆
様
か
ら
も
感
動
の

お
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
、
普
段
か
ら
ゴ
ス
ペ
ル
を
通
し
て
感
じ
て

い
る
希
望
や
喜
び
を
メ
ン
バ
ー
一
同
で
表
現
で

き
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

◎◎

　
２
０
２
２
年
６
月
28
日
（火）
か
ら
７
月
３
日
（日）

に
か
け
て
、第
15
回
工
芸
部
作
品
展
を
昨
年
に
引

き
続
き
久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
展
者
数
は
計
13
名
、来
場
者
数
は
６
日
間

で
計
１
６
１
人
で
し
た
。

　

年
々
減
っ
て
い
く
工
芸
部
員
数
で
は
あ
り
ま

す
が
、作
品
自
体
は
充
実
し
て
お
り
、と
て
も
見

応
え
の
あ
る
作
品
展
に
仕
上
が
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　

猛
暑
の
中
、ご
来
館
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
と

て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

細
々
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、工
芸

部
員
一
同
、そ
れ
ぞ

れ
の
技
術
と
美
的

感
覚
の
向
上
を
目

指
し
て
、目
に
見

え
な
い
心
の
中
の

美
し
い
も
の
、興

味
を
惹
く
も
の
、

愛
し
て
止
ま
な
い

も
の
の「
表
現
」に

真
摯
に
向
き
合
い

つ
つ
探
求
し
、皆

様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
精

進
し
て
ま
い
り
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
芸
部
・
廣
藤 

圭
）

ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
O.
V.
G.

結
成
20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
　

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

        

（
洋
楽
部
・
稲
吉 

え
り
な
）

　

こ
れ
を
機
に
私
個
人
は
こ
の
団
体
の
代
表
を

後
継
者
に
委
ね
ま
す
が
、
市
内
外
で
活
動
す
る

他
四
つ
の
ゴ
ス
ペ
ル
団
体
の
指
揮
は
継
続
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
今
の
時
代
に
あ
っ
て
必

要
と
さ
れ
る
〈
心
を
潤
す
音
楽
・
芸
術
〉
を
、
希

望
を
歌
う
ゴ
ス
ペ
ル
を
通
し
て
拡
げ
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
ス
テ
ー
ジ
文
化
部
・
廣
重 

貴
子
）

久
留
米
市
芸
術
奨
励
賞
受
賞
記
念
　

久
留
米
市
芸
術
奨
励
賞
受
賞
記
念
　

( piano｠和田剛治 ｠oboe｠稲吉えりな )

こ

あ　
に
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第
24
回
　

短
歌
部「
歌
評
会
」

　

令
和
4
年
7
月
23
日
（土）
、え
ー
る
ピ
ア
久
留

米
２
０
６
号
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

選
者
2
名
に
よ
る
特
選
歌
と
互
選
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
特
選
歌

　
　
　
　
　
　
藤
吉　
宏
子　
選

黄
金
の
麦
の
広
畑
誇
ら
し
く
小
雀
の
飛

ぶ
声
高
く
飛
ぶ　
　
　
　

田
代　
直
美

は
し
ゃ
ぐ
少
女
等
静
か
に
な
り
て
大
人

さ
び
首
か
し
げ
つ
つ
お
手
前
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
津　
郁
子

あ
ざ
ー
す
も
自
転
車
も
す
ぐ
に
風
と
な

る
我
と
夏
草
共
に
ゆ
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
よ
し
こ

　
　
　
　
栗
林　
喜
美
子　
選

古
き
家
退
き
て
真
北
に
は
ろ
ば
ろ
と
筑

紫
国
原
宝
満
の
山　
　
　

堀
江　
英
毅

義
兄
逝
き
て
独
り
と
な
れ
る
姉
の
家
丸

ご
と
つ
つ
み
時
計
草
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　
厚
子

暴
威
も
て
踏
み
躙
ら
れ
し
魂
思
ひ
今
年

の
蛍
逢
ひ
に
ゆ
け
ざ
り　

酒
井　
イ
オ
ヱ

◎
互
選朝

顔
の
花
咲
く
支
柱
に
熊
蝉
の
勇
士
の

ご
と
き
抜
け
殻
ひ
か
る　

白
土　
久
美
子

夏
つ
ば
き
咲
け
ば
貴
女
を
想
ひ
出
す
も

一
度
会
ひ
た
い
今
日
七
回
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
島　
ミ
ヤ
子

古
き
家
退
き
て
真
北
に
は
ろ
ば
ろ
と
筑

紫
国
原
宝
満
の
山　
　
　

堀
江　
英
毅

　
　
　
　
　
　
　
（
短
歌
部・田
代 

直
美
）

一
位

三
位

二
位

一
位

三
位

二
位

一
位

三
位

二
位

第
56
回
　

仲
縄
忌
俳
句
大
会

　

６
月
27
日
（月）
、コ
ロ
ナ
禍
も
収
束
に
向
か
い

つ
つ
あ
る
中
、遍
照
院
に
て
高
山
彦
九
郎
先
生

の
二
百
三
十
回
忌
の
法
要
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

今
年
も
、本
堂
で

の
み
の
法
要
と
い

う
こ
と
で
、御
墓
所

の
周
り
や
庭
園
を

吟
行
し
、午
後
一
時

よ
り
、野
中
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
て
、

俳
句
大
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

選
者
二
名
の
特

選
句（
◎
）佳
作
句

は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
大
力　
妙
子　
選

こ
の
街
に
根
付
く
忌
日
や
苔
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野　
愛
子　

万
緑
や
志
士
の
精
神
色
褪
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　
桂
子　

仲
縄
忌
孤
高
の
志
士
を
忘
れ
ま
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　
清
志　

　
　
　
　
吉
田　
い
ず
み　
選

緑
蔭
へ
忌
心
深
く
集
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野　
愛
子　

梅
天
に
松
籟
を
聞
く
仲
縄
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　
清
志　

昼
の
蚊
の
飛
び
交
ふ
音
や
忌
日
寺　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
谷
京
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
俳
句
部・野
口 

桂
子
）

第
58
回
　

久
留
米
短
歌
大
会

第
15
回
　

連
文
工
芸
部
作
品
展

華
道
家
元
池
坊

久
留
米
支
部
花
展

　

令
和
４
年
４
月
16
日
（土）
〜
17
日
（日）
、久
留
米

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
展
示
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
〈　
故　
松
永 

滋
先
生
を
偲
ん
で　
〉

家
元
教
授
で
も
あ
り
、久
留
米
支
部
員
と
し
て

長
き
に
わ
た
り
支
え
て
下
さ
っ
た
故
松
永
滋
先

生
の
追
悼
花
展

と
し
て
来
場
の

方
か
ら
も
見
応

え
の
あ
る
花
展

で
し
た
と
感
想

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。二
日
間
で

ジ
ュ
ニ
ア
も
含

め
１
１
０
名
が

出
瓶
，７
０
０

名
の
入
場
者
が

あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
感
染
予
防
を
徹
底
し
、無

事
に
花
展
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
華
道
部
・
関 

靖
子
）

　

令
和
4
年
6
月
5
日
（日）
、石
橋
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
た
久
留
米
短
歌
大
会
が

会
場
閉
鎖
と
な
り
、二
年
間
開
催
出
来
ず
誌
上

開
催
や
中
止
で
し
た
。今
回
三
年
ぶ
り
に
短
歌

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。不
安
な
中
に
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
は
大
変
で

し
た
が
、精
一
杯
注
意
を
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、作
品
応
募
者
以
外
に
も
見
学
者

が
来
場
さ
れ
講
演
や
、歌
評
な
ど
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。特
に
講
演
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ

る
、映
像
で
の
説
明
で
解
り
や
す
く
楽
し
い
講

演
だ
っ
た
と
皆
さ
ん
お
喜
び
に
な
り
ま
し
た
。

福
岡
女
学
院
大
学
助
教
授
で
歌
人
と
し
て
も

有
名
な
桜
川
冴
子
先
生
の
講
演
で
、演
題
は

『
短
歌
で
め
ぐ
る
九
州
・
沖
縄
』で
し
た
。立
ち

見
を
さ
れ
て
聞
い
て
い
る
方
も
お
ら
れ
た
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。今
後
も
市
内
の
見
学
の
方

も
、お
お
い
に
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
ご
遠
慮
な

く
見
学
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、十
二

歳
の
方
の
応
募

作
品
も
あ
り
ま

し
た
。後
で
お

話
し
し
ま
し
た

ら
、短
歌
が
好

き
だ
と
の
こ
と

で
し
た
。今
後

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、久
留
米
連
合
文
化
会

よ
り
会
長
様
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
に
も
ご

来
賓
と
し
て
お
越
し
下
さ
り
、大
変
あ
り
が
た

く
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

特
選
歌
は
次
の
と
お
り
で
す
。

久
留
米
市
長
賞

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
さ
れ
し
か
脳
銀
行
の
暗
証

番
号
ま
る
二
日
消
ゆ　

　
　
　
　
　
　

福
岡
市　

末
次　
典
子

久
留
米
市
議
会
議
長
賞

課
題
と
ふ
吾
の
来
し
方
を
問
ふ
孫
に
伏
せ

た
き
事
の
一
つ
語
ら
ず

　
　
　
　
　
　

柳
川
市　

高
橋　
将
代

久
留
米
市
教
育
委
員
会
賞

春
の
日
に
ハ
イ
ネ
の
詩
を
ば
語
る
と
き
君

の
瞳
は
か
が
や
い
て
い
た

　
　
　
　
　
　

小
郡
市　

椛
島　
貴
美
子

久
留
米
文
化
推
進
協
議
会
賞

あ
た
ら
し
き 

人
流 

と
い
ふ
川
流
れ
人
と

め
ど
な
く
暗
渠
に
消
ゆ
る

　
　
　
　
　
　

筑
後
市　

井
寺　
容
子

西
日
本
新
聞
社
賞

柿
若
葉
す
き
間
も
あ
ら
ず
繁
り
合
ひ
梅
雨

の
晴
れ
間
の
陽
に
輝
け
り

　
　
　
　
　
　

糸
島
市　

鐘
川　
千
代
美

西
日
本
新
聞
社
賞

立
春
の
光
を
歩
む
杖
な
が
ら
十
歩
の
影
を

ふ
り
む
き
に
け
り　

　
　
　
　
　
　

福
岡
市　

村
山　
安
義

　
　
　
　
　
　
　
　
（
短
歌
部・田
代 

直
美
）　

◎◎◎◎◎

な
づ
き

あ
ゆ

稲
吉
え
り
な 

オ
ー
ボ
エ
リ
サ
イ
タ
ル

　

4
月
30
日
（土）
、
文
化
セ
ン
タ
ー
共
同
ホ
ー

ル
に
於
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
11
月
に
久
留
米
市
芸
術
奨
励
賞
を

い
た
だ
き
、
記
念
リ
サ
イ
タ
ル
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
延
期
が
続
き
、
1
年
半

と
い
う
月
日
が
流
れ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
私
が
フ
ラ
ン
ス
を
留
学
先

に
選
ぶ
決
め
手

に
な
っ
た
作
曲

家
、
フ
ラ
ン
シ

ス
・
プ
ー
ラ
ン

ク
の
ソ
ナ
タ
な

ど
、
オ
ー
ボ
エ

の
た
め
の
曲
を

中
心
に
構
成

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ

た
た
か
い
お
客

様
に
囲
ま
れ

て
、
大
好
き
な
曲
を
大
好
き
な
久
留
米
で
演
奏

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
思
い
出

に
残
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
間
で
は
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
流
れ
て
い
ま
す
が
、「
音
楽

の
持
つ
力
」
を
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
私
に
で
き

る
こ
と
を
精
一
杯
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

　

Ｏ
Ｖ
Ｇ
は
久
留
米
か
ら
ゴ
ス
ペ
ル
音
楽
を
発

信
す
べ
く
20
年
前
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
病
院
施
設

の
慰
問
な
ど
を
活
動
発
表
の
場
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
昨
年
11
月
に
久
留
米
市
芸
術
奨
励
賞
を

受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
念
し
、
20

年
の
思
い
を
繋
ぐ

形
で
5
月
21
日
（土）

文
化
セ
ン
タ
ー
共

同
ホ
ー
ル
に
於
い

て
初
の
自
主
企
画

単
独
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
の
20
年
で
与

え
ら
れ
た
出
会
い

で
豪
華
な
ゲ
ス
ト

の
皆
様
に
も
ご
出

演
い
た
だ
き
、
ご
来
場
の
皆
様
か
ら
も
感
動
の

お
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
、
普
段
か
ら
ゴ
ス
ペ
ル
を
通
し
て
感
じ
て

い
る
希
望
や
喜
び
を
メ
ン
バ
ー
一
同
で
表
現
で

き
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

◎◎

　
２
０
２
２
年
６
月
28
日
（火）
か
ら
７
月
３
日
（日）

に
か
け
て
、第
15
回
工
芸
部
作
品
展
を
昨
年
に
引

き
続
き
久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
展
者
数
は
計
13
名
、来
場
者
数
は
６
日
間

で
計
１
６
１
人
で
し
た
。

　

年
々
減
っ
て
い
く
工
芸
部
員
数
で
は
あ
り
ま

す
が
、作
品
自
体
は
充
実
し
て
お
り
、と
て
も
見

応
え
の
あ
る
作
品
展
に
仕
上
が
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　

猛
暑
の
中
、ご
来
館
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
と

て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

細
々
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、工
芸

部
員
一
同
、そ
れ
ぞ

れ
の
技
術
と
美
的

感
覚
の
向
上
を
目

指
し
て
、目
に
見

え
な
い
心
の
中
の

美
し
い
も
の
、興

味
を
惹
く
も
の
、

愛
し
て
止
ま
な
い

も
の
の「
表
現
」に

真
摯
に
向
き
合
い

つ
つ
探
求
し
、皆

様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
精

進
し
て
ま
い
り
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
芸
部
・
廣
藤 

圭
）

ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
O.
V.
G.

結
成
20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
　

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

        

（
洋
楽
部
・
稲
吉 

え
り
な
）

　

こ
れ
を
機
に
私
個
人
は
こ
の
団
体
の
代
表
を

後
継
者
に
委
ね
ま
す
が
、
市
内
外
で
活
動
す
る

他
四
つ
の
ゴ
ス
ペ
ル
団
体
の
指
揮
は
継
続
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
今
の
時
代
に
あ
っ
て
必

要
と
さ
れ
る
〈
心
を
潤
す
音
楽
・
芸
術
〉
を
、
希

望
を
歌
う
ゴ
ス
ペ
ル
を
通
し
て
拡
げ
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
ス
テ
ー
ジ
文
化
部
・
廣
重 

貴
子
）

久
留
米
市
芸
術
奨
励
賞
受
賞
記
念
　

久
留
米
市
芸
術
奨
励
賞
受
賞
記
念
　

( piano｠和田剛治 ｠oboe｠稲吉えりな )

こ

あ　
に
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水
天
宮
献
茶

　
　
　
　
　
　
　
（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）

ド
ク
タ
ー
ブ
ン
ブ
ン

大
石
紫
光
と
そ
の
グ
ル
ー
プ

　
第
40
回
水
墨
画
心
象
会
展

　
　
　
　
　
　
　

　

今
秋
９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
今
回
で
10
年

目
を
迎
え
る「
ド
ク
タ
ー
ブ
ン
ブ
ン
」は
、子
ど
も

医
学
部
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
お

し
ご
と
体
験
な
ど
を
提
供
す
る
、子
ど
も
の
た
め

の
体
験・ま
な
び
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。同
様
の
イ

ベ
ン
ト
は
全
国
で
い
く
つ
か
の
例
が
あ
り
ま
す 

が
、こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
久

留
米
が
唯
一
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
を
ほ
ぼ
満
員
に
す
る
基
調

講
義
の
ほ
か
、市
内
の
医
師
、医
療
関
係
者
に
よ

り
20
コ
マ
以
上
の
各
診
療
科
の
授
業
の
ほ
か
、お

仕
事
、学
び
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
た
く
さ
ん
の
ブ
ー

ス 

が
設
営
さ
れ
、当
日
集
ま
る
二
千
人
以
上
の

子
ど
も
た
ち
の
期
待
に
応
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、2
年
続
け
て
ウ
ェ
ブ
開
催

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
年
は
3
年
ぶ
り
に
メ

イ
ン
会
場
で
あ
る
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
を
全

館
貸
し
き
っ
て
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

連
文
で
は
昨
年
、青
年
部
有
志
に
よ
り
初
め

て
参
加
。舞
台
芸
術
や
美
術
部
門
か
ら
な
る
メ

ン
バ 

ー
に
よ
る
動
画
を
オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
で
つ

な
ぐ
形
で
公
開
し
、た
い
へ
ん
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ブ
ン
ブ
ン
の
今
年
の
テ
ー
マ
の
ひ

と
つ
は「
S
T
E
A
M
教
育
」。科
学
、技
術
、工
学
、 

数
学
に
芸
術
を
加
え
、多
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
す

る
テ
ー
マ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、子
ど
も
た

2
0
2
2
年
　
旅
立
ち

　
７
月
１
日
（金）
か
ら
29
日
（金）
ま
で
、荒
木
駅
前

郵
便
局（
駅
横
）に
て
展
示
会
を
し
ま
し
た
。

ジ
オ
ラ
マ（
N
ゲ
ー
ジ
）に
て
1
9
7
0
年
代
の

国
鉄
荒
木
駅
を
再
現
し
て
い
て
、当
時
走
っ
て
い

た
蒸
気
機
関
車
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
、電
気
機

関
車
、電
車
な
ど
を
並
べ
て
表
現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、駅
は
旅
立

ち
の
場
所
で
も
あ

り
、桜
の
花
を
中
心

に
書
や
絵
を
、ジ
オ

ラ
マ
と
合
わ
せ
て

展
示
し
ま
し
た
。郵

便
局
で
の
中
で
の

展
示
で
す
の
で
、平

日
９
時
か
ら
17
時

と
時
間
が
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、多
く
の
方
に
見
て
頂
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。　
（
書
画
文
化
部
・
野
田 

弘
樹
）

久
留
米
児
童
合
唱
団

第
50
回
記
念
定
期
演
奏
会

　
７
月
18
日
（祝）
、
石
橋
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

第
１
部　「
ク
ラ
シ
ッ
ク・ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

第
２
部　「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
お
と
ぎ
の
世
界
」

第
３
部　「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー・ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

第
４
部　
合
唱
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ビ
リ
ー
の
木
」

指
揮　

樋
口　
豊
・
堤　
由
希
子　

伴
奏　

久
保
山　
ス
ミ
子
・
長
谷
川
ゆ
か

　

コ
ロ
ナ
禍
で
２
０
２
１
年
５
月
開
催
予
定
の

演
奏
会
で
し
た
が
、や
っ
と
開
催
の
目
途
が
つ
い

た
矢
先
ま
た
感
染
の
急
拡
大
で
、開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
。し
か
し
万
全
の
対
策
を
施
し
な
が

ら
練
習
に
励
み
、直
前
で
の
全
員
の
抗
原
検
査

を
経
て
陰
性
を
確
認
し
、マ
ス
ク
着
用
に
て
の
演

奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
の
Ｐ
Ｒ
を
一
切
せ

ず
、当
日
券
も
販
売
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
団
員
か
ら

の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
、招
待

券
発
行
で
か
な
り
満
席
に

近
い
入
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
50
回
記
念
と
い

う
こ
と
で
卒
団
生
に
も
出

演
を
呼
び
か
け
、全
国
で

活
躍
し
て
い
る
卒
団
生
が

上
は
50
代
か
ら
下
は
大
学
１
年
生
ま
で
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。た
だ
職
場
で
の
感
染
拡
大
等

の
た
め
本
人
は
感
染
し
て
い
な
い
も
の
の
用
心

の
た
め
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
卒
団
生

が
続
出
し
当
初
予
定
数
の
半
分
程
度
ま
で
減
っ

た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。　（
洋
楽
部
・
樋
口　
豊
）

ー
部
門
演
奏
会
・
第
４
回
部
門
展
ー

　

久
留
米
連
合
文
化
会
総
合
文
化
部
門
は
絵
手

紙
等
の
創
作
作
品
を
主
と
す
る
書
画
文
化
・

日
々
の
生
活
に
密
着
し
た
生
活
文
化・古
典
作

品
や
古
典
芸
能
を
主
と
し
た
伝
統
文
化・様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
を
主
と
す
る
ス
テ
ー
ジ
文

化・歴
史
や
文
化
等
の
研
究
を
行
う
学
芸
文
化・

国
際
交
流
文
化
の
五
部
門
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
近
年
活
動
に
制

限
が
か
か
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、今
年
は
例
年

の
展
示
会
に
加
え
、久
留
米
座
で
の
部
門
演
奏

会
を
行
う
予
定
で
す
。ス
テ
ー
ジ
で
は
ジ
ャ
ズ・

ゴ
ス
ペ
ル
等
の
ジ
ャ
ン
ル
を
こ
え
た
演
奏
。ま
た
、

そ
の
中
に
書
や
古
典
作
品
な
ど
の
ス
パ
イ
ス
を

加
え
、五
部
門
の
力
を
結
集
し
て
よ
り
良
い
ス

テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。多
種
多
様
な
文
化
の

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
の
共
同
制
作
を
会
員
同
士

で
意
見
を
交
換
さ
せ
、楽
し
み
な
が
ら
会
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。ど
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
に
な

る
の
か
、私
自
身
も
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お

り
ま
す
。ご
来
場
の
皆
様
に
も
き
っ
と
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。ま
た
、部
門
展
も
展
示
室
に
て
12

月
16
日
よ
り
3
日
間
同
時
開
催
で
す
。

演
奏
会　
2
0
2
2
年
12
月
16
日　

18
時
〜

　
（
総
合
文
化
部
門
副
会
長
・
才
田　
亜
希
子
）

　

久
留
米
に
生
ま
れ
た
青
木
繁
は
、若
干
17
歳

に
し
て
青
雲
の
志
を
た
て
、芸
術
の
道
を
極
め

る
た
め
単
身
上
京
し
ま
し
た
。浪
漫
主
義
の
絵

画
を
開
花
さ
せ
、我
が
国
洋
画
界
の
鬼
才
と
評

さ
れ
、歴
史
に
残
る
活
躍
を
し
ま
し
た
。

　

青
木
繁
の
画
業
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
次

代
を
担
う
若
者
に
、芸
術
の
清
新
な
感
動
を
体

験
さ
せ
、文
化
を
育
成
し
て
い
く
心
情
を
育
て

る
場
と
し
て
本
展
を
開
催
し
ま
す
。連
文
は
運

営
に
た
ず
さ
わ
り
、美
術
部
門
の
会
員
が
審
査

員
と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

第
20
回
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

防
止
に
鑑
み
、ウ
ェ
ブ
展
覧
会
と
し
ま
し
た
。

　 

〈　
絵
画
の
部　
〉

◎
大
賞　

小
郡
市
立
三
国
小
学
校　
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
井　
望
暖　
さ
ん

　

応
募
数
も
前
回
よ
り
大
幅
に
増
え
2
2
3
7

点
で
、限
ら
れ
た
入
選・入
賞
数
に
か
な
り
の
厳

選
と
な
り
ま
し
た
が
惜
し
く
も
受
賞
を
逃
し
た

も
の
に
も
、色
使
い
豊
か
な
作
品
、描
写
力
が
あ

る
作
品
、ア
イ
デ
ィ
ア
が
利
い
た
作
品
な
ど
、審

査
を
し
て
い
て
感
心
さ
せ
ら
れ
る
作
品
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。　

大
賞
作
品
は
画
面
い
っ
ぱ

　

令
和
3
年
8
月
末
に
展
覧
会
を
開
催
予
定

で
し
た
が
コ
ロ
ナ
流
行
の
た
め
翌
年
の
5
月

31
日
（火）
か
ら
6
月
5
日
（日）
、久
留
米
市
一
番
街
多

目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。　

　

8
月
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
申

し
訳
な
く
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。今
回
は
来
場

者
の
方
々
も
楽
し
み
に

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
も
あ
り
会
員
一

同
よ
り
一
層
勉
強
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
墨
画
部
・
古
賀 

利
恵
）

　

１
月
23
日
（日）
9
時
30

分
〜
17
時
、久
留
米
シ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
3
階　
久

留
米
座
能
舞
台
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
留
米
謡
曲
５
流

（
金
春
・
観
世
・
喜
多
・

梅
若
・
宝
生
）

素
謡
・
仕
舞
な
ど

入
場
者
1
8
0
名　
　
（
謡
曲
部
・
蒲
池 

洋
一
）

■
　

特
別
企
画
　

■
　

お
楽
し
み
に

■
　

特
別
企
画
　

■
　

お
楽
し
み
に

第
20
回
ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繫
展

第
49
回
久
留
米
謡
曲

　
　
　
　
連
盟
謡
曲
大
会

い
に
一
匹
の
猫
を
流
れ
る
様
な
線
で
描
い
て
あ
り
、

全
体
の
色
使
い
も
落
ち
着
い
た
中
間
色
と
鮮
や

か
な
パ
ス
テ
ル
色
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
、と
て
も
美

し
く
響
き
合
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、背
景
の
花
な

ど
の
工
夫
に
作
者
の
楽
し
く
描
い
た
姿
が
想
像

で
き
る
作
品
で
す
。　（
洋
画
部
長
・
宇
美 

拓
哉
）

　
４
月
10
日
（日）　
玉
垂
宮
、５
月
３
日
（祝）　
水
天
宮

に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
為
、ど
ち
ら
も
呈
茶
は
出
来
な
く
て

献
茶
の
み
で
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
通
常
の
茶
会
が
開

催
で
き
る
よ
う
祈
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茶
道
部
・
岡 

宗
幸
）

 

〈　
書
道
の
部　
〉

◎
大
賞　

太
宰
府
高
等
学
校　
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

早
川　
結
菜　
さ
ん

　

審
査
は
出
品
数
1
0
5
8
点
を
９
名
の
審
査

員
で
厳
正
に
行
わ
れ
ま
し
た
。大
賞
作
品
は
半

切
に
縦
４
行
、幕
末
の
三
筆
の
ひ
と
り
貫
名
崧
翁

「
左
繍
序
」の
臨
書
で
し
た
。筆
圧
の
強
弱
が
き
い

た
粘
り
強
い
線
質
で
、全
体
の
構
成
も
見
事
に

調
和
し
、古
典
の
特
徴
を
写
実
的
に
捉
え
た
高

校
生
ら
し
い
真
面
目
な
作
品
で
し
た
。　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
道
部
長
・
中
島 

静
山
） 絵画の部　大賞作品

書道画の部　大賞作品

‥‥

‥

（金）

総
合
文
化
部
門
の
新
た
な
試
み

1
9
7
0
年
代
国
鉄
ジ
オ
ラ
マ
・
書
画
制
作

ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て「
ワ
ク
ワ
ク
す

る
」感
動
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。こ

の
芸
術
部
門
の
参
加
と
云
う
こ
と
で
、主
催
す
る

実
行
委
員
会
か
ら
も
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

医
の
街
と
よ
ば
れ
る
ほ
ど
医
療
関
係
の
充
実

し
た
久
留
米
市
で
す
が
、久
留
米
絣
な
ど
の
伝
統

工
芸
や
多
数
の
50
年
企
業
の
存
在
、何
よ
り「
連

合
文
化
会
」と
い
う
文
化
団
体
の
存
在
な
ど
、と

て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
魅
力
あ
る
街
だ
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
地
元
久
留
米
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
が

再
発
見
し
、将
来「
久
留
米
で
働
き
た
い
、住
み

続
け
た
い
」と
思
う
子
ど
も
た

ち
が
一
人
で
も
増
え
て
く
れ

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
映
画
演
劇
部
・
今
村 

好
典
）

Dr.BUNBUN公式サイト

ア
ー
ト
で
あ
そ
ぼ
う

久
留
米
座
ア
ー
ト
！
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水
天
宮
献
茶

　
　
　
　
　
　
　
（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）

ド
ク
タ
ー
ブ
ン
ブ
ン

大
石
紫
光
と
そ
の
グ
ル
ー
プ

　
第
40
回
水
墨
画
心
象
会
展

　
　
　
　
　
　
　

　

今
秋
９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
今
回
で
10
年

目
を
迎
え
る「
ド
ク
タ
ー
ブ
ン
ブ
ン
」は
、子
ど
も

医
学
部
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
お

し
ご
と
体
験
な
ど
を
提
供
す
る
、子
ど
も
の
た
め

の
体
験・ま
な
び
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。同
様
の
イ

ベ
ン
ト
は
全
国
で
い
く
つ
か
の
例
が
あ
り
ま
す 

が
、こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
久

留
米
が
唯
一
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
を
ほ
ぼ
満
員
に
す
る
基
調

講
義
の
ほ
か
、市
内
の
医
師
、医
療
関
係
者
に
よ

り
20
コ
マ
以
上
の
各
診
療
科
の
授
業
の
ほ
か
、お

仕
事
、学
び
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
た
く
さ
ん
の
ブ
ー

ス 

が
設
営
さ
れ
、当
日
集
ま
る
二
千
人
以
上
の

子
ど
も
た
ち
の
期
待
に
応
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、2
年
続
け
て
ウ
ェ
ブ
開
催

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
年
は
3
年
ぶ
り
に
メ

イ
ン
会
場
で
あ
る
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
を
全

館
貸
し
き
っ
て
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

連
文
で
は
昨
年
、青
年
部
有
志
に
よ
り
初
め

て
参
加
。舞
台
芸
術
や
美
術
部
門
か
ら
な
る
メ

ン
バ 
ー
に
よ
る
動
画
を
オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
で
つ

な
ぐ
形
で
公
開
し
、た
い
へ
ん
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ブ
ン
ブ
ン
の
今
年
の
テ
ー
マ
の
ひ

と
つ
は「
S
T
E
A
M
教
育
」。科
学
、技
術
、工
学
、 

数
学
に
芸
術
を
加
え
、多
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
す

る
テ
ー
マ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、子
ど
も
た

2
0
2
2
年
　
旅
立
ち

　
７
月
１
日
（金）
か
ら
29
日
（金）
ま
で
、荒
木
駅
前

郵
便
局（
駅
横
）に
て
展
示
会
を
し
ま
し
た
。

ジ
オ
ラ
マ（
N
ゲ
ー
ジ
）に
て
1
9
7
0
年
代
の

国
鉄
荒
木
駅
を
再
現
し
て
い
て
、当
時
走
っ
て
い

た
蒸
気
機
関
車
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
、電
気
機

関
車
、電
車
な
ど
を
並
べ
て
表
現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、駅
は
旅
立

ち
の
場
所
で
も
あ

り
、桜
の
花
を
中
心

に
書
や
絵
を
、ジ
オ

ラ
マ
と
合
わ
せ
て

展
示
し
ま
し
た
。郵

便
局
で
の
中
で
の

展
示
で
す
の
で
、平

日
９
時
か
ら
17
時

と
時
間
が
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、多
く
の
方
に
見
て
頂
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。　
（
書
画
文
化
部
・
野
田 

弘
樹
）

久
留
米
児
童
合
唱
団

第
50
回
記
念
定
期
演
奏
会

　
７
月
18
日
（祝）
、
石
橋
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

第
１
部　「
ク
ラ
シ
ッ
ク・ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

第
２
部　「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
お
と
ぎ
の
世
界
」

第
３
部　「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー・ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

第
４
部　
合
唱
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ビ
リ
ー
の
木
」

指
揮　

樋
口　
豊
・
堤　
由
希
子　

伴
奏　

久
保
山　
ス
ミ
子
・
長
谷
川
ゆ
か

　

コ
ロ
ナ
禍
で
２
０
２
１
年
５
月
開
催
予
定
の

演
奏
会
で
し
た
が
、や
っ
と
開
催
の
目
途
が
つ
い

た
矢
先
ま
た
感
染
の
急
拡
大
で
、開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
。し
か
し
万
全
の
対
策
を
施
し
な
が

ら
練
習
に
励
み
、直
前
で
の
全
員
の
抗
原
検
査

を
経
て
陰
性
を
確
認
し
、マ
ス
ク
着
用
に
て
の
演

奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
の
Ｐ
Ｒ
を
一
切
せ

ず
、当
日
券
も
販
売
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
団
員
か
ら

の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
、招
待

券
発
行
で
か
な
り
満
席
に

近
い
入
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
50
回
記
念
と
い

う
こ
と
で
卒
団
生
に
も
出

演
を
呼
び
か
け
、全
国
で

活
躍
し
て
い
る
卒
団
生
が

上
は
50
代
か
ら
下
は
大
学
１
年
生
ま
で
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。た
だ
職
場
で
の
感
染
拡
大
等

の
た
め
本
人
は
感
染
し
て
い
な
い
も
の
の
用
心

の
た
め
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
卒
団
生

が
続
出
し
当
初
予
定
数
の
半
分
程
度
ま
で
減
っ

た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。　（
洋
楽
部
・
樋
口　
豊
）

ー
部
門
演
奏
会
・
第
４
回
部
門
展
ー

　

久
留
米
連
合
文
化
会
総
合
文
化
部
門
は
絵
手

紙
等
の
創
作
作
品
を
主
と
す
る
書
画
文
化
・

日
々
の
生
活
に
密
着
し
た
生
活
文
化・古
典
作

品
や
古
典
芸
能
を
主
と
し
た
伝
統
文
化・様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
を
主
と
す
る
ス
テ
ー
ジ
文

化・歴
史
や
文
化
等
の
研
究
を
行
う
学
芸
文
化・

国
際
交
流
文
化
の
五
部
門
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
近
年
活
動
に
制

限
が
か
か
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、今
年
は
例
年

の
展
示
会
に
加
え
、久
留
米
座
で
の
部
門
演
奏

会
を
行
う
予
定
で
す
。ス
テ
ー
ジ
で
は
ジ
ャ
ズ・

ゴ
ス
ペ
ル
等
の
ジ
ャ
ン
ル
を
こ
え
た
演
奏
。ま
た
、

そ
の
中
に
書
や
古
典
作
品
な
ど
の
ス
パ
イ
ス
を

加
え
、五
部
門
の
力
を
結
集
し
て
よ
り
良
い
ス

テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。多
種
多
様
な
文
化
の

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
の
共
同
制
作
を
会
員
同
士

で
意
見
を
交
換
さ
せ
、楽
し
み
な
が
ら
会
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。ど
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
に
な

る
の
か
、私
自
身
も
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お

り
ま
す
。ご
来
場
の
皆
様
に
も
き
っ
と
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。ま
た
、部
門
展
も
展
示
室
に
て
12

月
16
日
よ
り
3
日
間
同
時
開
催
で
す
。

演
奏
会　
2
0
2
2
年
12
月
16
日　

18
時
〜

　
（
総
合
文
化
部
門
副
会
長
・
才
田　
亜
希
子
）

　

久
留
米
に
生
ま
れ
た
青
木
繁
は
、若
干
17
歳

に
し
て
青
雲
の
志
を
た
て
、芸
術
の
道
を
極
め

る
た
め
単
身
上
京
し
ま
し
た
。浪
漫
主
義
の
絵

画
を
開
花
さ
せ
、我
が
国
洋
画
界
の
鬼
才
と
評

さ
れ
、歴
史
に
残
る
活
躍
を
し
ま
し
た
。

　

青
木
繁
の
画
業
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
次

代
を
担
う
若
者
に
、芸
術
の
清
新
な
感
動
を
体

験
さ
せ
、文
化
を
育
成
し
て
い
く
心
情
を
育
て

る
場
と
し
て
本
展
を
開
催
し
ま
す
。連
文
は
運

営
に
た
ず
さ
わ
り
、美
術
部
門
の
会
員
が
審
査

員
と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

第
20
回
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

防
止
に
鑑
み
、ウ
ェ
ブ
展
覧
会
と
し
ま
し
た
。

　 

〈　
絵
画
の
部　
〉

◎
大
賞　

小
郡
市
立
三
国
小
学
校　
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
井　
望
暖　
さ
ん

　

応
募
数
も
前
回
よ
り
大
幅
に
増
え
2
2
3
7

点
で
、限
ら
れ
た
入
選・入
賞
数
に
か
な
り
の
厳

選
と
な
り
ま
し
た
が
惜
し
く
も
受
賞
を
逃
し
た

も
の
に
も
、色
使
い
豊
か
な
作
品
、描
写
力
が
あ

る
作
品
、ア
イ
デ
ィ
ア
が
利
い
た
作
品
な
ど
、審

査
を
し
て
い
て
感
心
さ
せ
ら
れ
る
作
品
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。　

大
賞
作
品
は
画
面
い
っ
ぱ

　

令
和
3
年
8
月
末
に
展
覧
会
を
開
催
予
定

で
し
た
が
コ
ロ
ナ
流
行
の
た
め
翌
年
の
5
月

31
日
（火）
か
ら
6
月
5
日
（日）
、久
留
米
市
一
番
街
多

目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。　

　

8
月
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
申

し
訳
な
く
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。今
回
は
来
場

者
の
方
々
も
楽
し
み
に

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
も
あ
り
会
員
一

同
よ
り
一
層
勉
強
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
墨
画
部
・
古
賀 

利
恵
）

　

１
月
23
日
（日）
9
時
30

分
〜
17
時
、久
留
米
シ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
3
階　
久

留
米
座
能
舞
台
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
留
米
謡
曲
５
流

（
金
春
・
観
世
・
喜
多
・

梅
若
・
宝
生
）

素
謡
・
仕
舞
な
ど

入
場
者
1
8
0
名　
　
（
謡
曲
部
・
蒲
池 

洋
一
）

■
　

特
別
企
画
　

■
　

お
楽
し
み
に

■
　

特
別
企
画
　

■
　

お
楽
し
み
に

第
20
回
ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繫
展

第
49
回
久
留
米
謡
曲

　
　
　
　
連
盟
謡
曲
大
会

い
に
一
匹
の
猫
を
流
れ
る
様
な
線
で
描
い
て
あ
り
、

全
体
の
色
使
い
も
落
ち
着
い
た
中
間
色
と
鮮
や

か
な
パ
ス
テ
ル
色
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
、と
て
も
美

し
く
響
き
合
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、背
景
の
花
な

ど
の
工
夫
に
作
者
の
楽
し
く
描
い
た
姿
が
想
像

で
き
る
作
品
で
す
。　（
洋
画
部
長
・
宇
美 

拓
哉
）

　
４
月
10
日
（日）　
玉
垂
宮
、５
月
３
日
（祝）　
水
天
宮

に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
為
、ど
ち
ら
も
呈
茶
は
出
来
な
く
て

献
茶
の
み
で
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
通
常
の
茶
会
が
開

催
で
き
る
よ
う
祈
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茶
道
部
・
岡 

宗
幸
）

 

〈　
書
道
の
部　
〉

◎
大
賞　

太
宰
府
高
等
学
校　
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

早
川　
結
菜　
さ
ん

　

審
査
は
出
品
数
1
0
5
8
点
を
９
名
の
審
査

員
で
厳
正
に
行
わ
れ
ま
し
た
。大
賞
作
品
は
半

切
に
縦
４
行
、幕
末
の
三
筆
の
ひ
と
り
貫
名
崧
翁

「
左
繍
序
」の
臨
書
で
し
た
。筆
圧
の
強
弱
が
き
い

た
粘
り
強
い
線
質
で
、全
体
の
構
成
も
見
事
に

調
和
し
、古
典
の
特
徴
を
写
実
的
に
捉
え
た
高

校
生
ら
し
い
真
面
目
な
作
品
で
し
た
。　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
道
部
長
・
中
島 

静
山
） 絵画の部　大賞作品

書道画の部　大賞作品

‥‥

‥

（金）

総
合
文
化
部
門
の
新
た
な
試
み

1
9
7
0
年
代
国
鉄
ジ
オ
ラ
マ
・
書
画
制
作

ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て「
ワ
ク
ワ
ク
す

る
」感
動
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。こ

の
芸
術
部
門
の
参
加
と
云
う
こ
と
で
、主
催
す
る

実
行
委
員
会
か
ら
も
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

医
の
街
と
よ
ば
れ
る
ほ
ど
医
療
関
係
の
充
実

し
た
久
留
米
市
で
す
が
、久
留
米
絣
な
ど
の
伝
統

工
芸
や
多
数
の
50
年
企
業
の
存
在
、何
よ
り「
連

合
文
化
会
」と
い
う
文
化
団
体
の
存
在
な
ど
、と

て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
魅
力
あ
る
街
だ
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
地
元
久
留
米
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
が

再
発
見
し
、将
来「
久
留
米
で
働
き
た
い
、住
み

続
け
た
い
」と
思
う
子
ど
も
た

ち
が
一
人
で
も
増
え
て
く
れ

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
映
画
演
劇
部
・
今
村 

好
典
）

Dr.BUNBUN公式サイト

ア
ー
ト
で
あ
そ
ぼ
う

久
留
米
座
ア
ー
ト
！



9
／
25
　

（日）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

第
６
回
喜
多
流「
久
留
米
座
」能               　
　

1
／
22
　

（土）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

第
49
回
久
留
米
謡
曲
連
盟
謡
曲
大
会         　
　

1
／
23
　

（日）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座　
　

第
20
回
ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繫
展（
W
e
b
展
示
）　　
　
　

2
／
1
　

（火）
〜
2
／
28
　

（月）
・
久
留
米
連
合
文
化
会
H
P

元
谷
京
子　
書
作
展　
ー
こ
と
ば
を
紡
ぐ
ー　
　
　
　

3
／
1
　

（火）
〜
3
／
31
　

（木）
・
筑
邦
銀
行
本
店

池
坊
三
潴
支
部                                     　
3
／
18
　

（金）
〜
3
／
21
　

（祝）
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
展
示
室

川
島
書
道
教
室
作
品
展                     　
　

 

　

3
／
18
　

（金）
〜
3
／
21
　

（祝）
・
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館　

利
休
忌（
裏
千
家
淡
交
会
）   　
　
　
　
　
　
　
　

  　
3
／
20
　

（日）　
・
よ
し
の
園　
和
室

第
38
集「
久
留
米
歌
壇
」発
行　
　
　
　
　
　
　
　

4
／
1
　

（金）　
発
行

玉
垂
宮
献
茶（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）　　
　
　
　
4
／
10
　

（日）　
・
玉
垂
宮

華
道
家
元
池
坊
久
留
米
支
部
花
展              　
4
／
16
　

（土）
〜
4
／
17
　

（日）
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
展
示
室

稲
吉
え
り
な 

オ
ー
ボ
エ
リ
サ
イ
タ
ル　
　
　
　

4
／
30
　

（土）　
・
文
化
セ
ン
タ
ー　
共
同
ホ
ー
ル

久
留
米
文
学
第
69
号
発
行               　

  　

   

5
／
1
　

（日）　
発
行

水
天
宮
献
茶（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）　　
　
　
　
5
／
3
　

（祝）　
・
水
天
宮

大
日
本
茶
道
学
会
福
岡
地
区
研
修
会　
　
　

  　

5
／
8
　

（日）　
・
大
濠
公
園
日
本
庭
園

　

             　

令
和
4
年
度
連
文
定
期
総
会　
　
　
　
　
　
　

5
／
29
　

（日）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
大
会
議
室

第
40
回
心
象
会
展　

             　
　
　
　

     

　

5
／
31
　

（火）
〜
6
／
5
　

（日）
・
久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

田
中
慧
の「
癒
し
の
花
」水
彩
画
展　
　
　
　
　
　

6
／
5
　

（日）
〜
26
　

（日）
・
山
辺
道
文
化
館

第
58
回
久
留
米
短
歌
大
会                          

6
／
5
　

（日）　
・
石
橋
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

日
本
舞
踊
部
公
演『
春
の
彩
』　　
　
　
　
　
　
　

6
／
18
　

（土）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

第
56
回
仲
縄
忌
俳
句
大
会　

     　
　
　
　
　
　

6
／
27
　

（月）　
・
遍
照
院・野
中
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
15
回
工
芸
部
作
品
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
／
28
　

（火）
〜
7
／
3
　

（日）
・
久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

2
0
2
2
年　
旅
立
ち　
1
9
7
0
年
代
国
鉄
ジ
オ
ラ
マ・書
画
作
品　
7
／
1
　

（金）
〜
7
／
29
　

（金）
・
荒
木
駅
前
郵
便
局
内

久
留
米
児
童
合
唱
団
第
50
回
記
念
定
期
演
奏
会 

7
／
18
　

（祝）　
・
石
橋
文
化
ホ
ー
ル

短
歌
部
歌
評
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

7
／
23
　

（土）　
・
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

九
州
芸
文
館
特
別
展「
あ
ゆ
み
ー
伊
藤
髟
耳
展
」　
7
／
23
　

（土）
〜
8
／
23
　

（日）
・
九
州
芸
文
館　
教
室
工
房
1・2

青
木
繁
旧
居
　

生
け
花
展
示（
草
月
流
万
年
青
会
中
野
松
芳
社
中
）　   

　
　

通
年　
・
青
木
繁
旧
居

J
R
久
留
米
駅
　

生
け
花
展
示（
小
原
流
・
草
月
流
・
嵯
峨
御
流
／
毎
週
交
代
）
通
年　
・
J
R
久
留
米
駅
構
内

水
天
宮
献
茶（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）          　

8
／
6
　

（土）　
・
水
天
宮

第
22
回
フ
ジ
タ
バ
レ
エ
研
究
生
発
表
会　
　

 

8
／
7
　

（日）　
・
石
橋
文
化
ホ
ー
ル  

第
７
回
ジ
ュ
ニ
ア
文
芸
大
会〈
公
募
〉   　
　

 

8
／
1
　

（月）
〜
9
／
7
　

（水）
・
久
留
米
連
合
文
化
会
事
務
局

杉
並
児
童
合
唱
団　

久
留
米
公
演  　
　
　

  

8
／
8
　

（月）・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　

  

第
41
回
会
員
華
道
展　
　
　
　
　
　
　
　

 　
9
／
8
　

（木）
〜
9
／
11
　

（日）
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
2
F
展
示
室

上
下
水
道
フ
ェ
ア（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）  　

9
／
18
　

（日）　
・
南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー 

大
日
本
茶
道
学
会
福
岡
地
区
研
修
会  　
　
　

9
／
23
　

（金）　
・
大
濠
公
園
日
本
庭
園

　
　観

月
茶
会（
裏
千
家
淡
交
会
）             　
　
　
　

10
／
1
　

（土）　
・
六
角
堂
広
場

日
本
礼
道
小
笠
原
流
創
流
90
周
年
記
念
茶
会 

10
／
2
　

（日）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
4
階・5
階

高
良
大
社
献
茶（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）   　
　

10
／
10
　

（祝）　
・
高
良
大
社

第
71
回
久
留
米
市
総
合
美
術
展     　
　
　
　

11
／
9
　

（水）
〜
11
／
27
　

（日）
・
久
留
米
市
美
術
館　
１
階

第
51
回
会
員
美
術
展　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

11
／
9
　

（水）
〜
11
／
27
　

（日）
・
久
留
米
市
美
術
館　
１
階

日
吉
神
社
献
茶（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）　　
　

11
／
11
　

（金）　
・
日
吉
神
社

第
68
回
桃
青
忌
俳
句
大
会           　
　
　

 　
11
／
23
　

（祝）　
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
上
津

第
29
回
賢
順
記
念
全
国
箏
曲
祭 　
　
　
　

 　
11
／
27
　

（日）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

第
73
回
西
部
示
現
会
展                 　
　

 　
12
／
6
　

（火）
〜
12
／
11
　

（日）
・
久
留
米
市
美
術
館　
１
階

第
67
回
助
け
合
い
茶
会 　
　
　

    　
　
　
　

12
／
11
　

（日）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　

第
21
回
ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繫
展〈
公
募・搬
入
〉 　
12
／
12
　

（月）
〜
12
／
16
　

（金）
・
久
留
米
連
合
文
化
会
事
務
局

水
墨
画
部
展          　

 　
　
　

      　
　

 　
12
／
13
　

（火）
〜
12
／
18
　

（日）
・
久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

総
合
文
化
部
門　
ー
演
奏
会・第
４
回
部
門
展
ー 

12
／
16
　

（金）
〜
12
／
18
　

（日）
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

ふ
る
さ
と
の
名
曲
in
久
留
米
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

12
／
24
　

（土）　
・
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

青
木
繁
旧
居
　

生
け
花
展
示（
草
月
流
万
年
青
会
中
野
松
芳
社
中
）　   

　
　

通
年　
・
青
木
繁
旧
居

J
R
久
留
米
駅
　

生
け
花
展
示（
小
原
流
・
草
月
流
・
嵯
峨
御
流
／
毎
週
交
代
）
通
年　
・
J
R
久
留
米
駅
構
内

R
EN

B
U

N
 C

A
LEN

D
A

R
◎
日
誌
◎
報
告

　report

2
0
2
2
年（
令
和
4
年
）　
1
月
〜
7
月

◎
芸
術
散
策
◎
行
事
の
お
知
ら
せ

inform
ation

2
0
2
2
年（
令
和
4
年
）　
8
月
〜
12
月

5
／
21
　

（土）　
・
文
化
セ
ン
タ
ー　
共
同
ホ
ー
ル

ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
O・V・G・

　
　
　

結
成
20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

ド
ク
タ
ー
ブ
ン
ブ
ン

     

ア
ー
ト
で
あ
そ
ぼ
う
！　

久
留
米
座
ア
ー
ト   　

訃
報（
令
和
4
年
1
月
〜
7
月
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

瀬
戸
島　
宗
芳（
芳
子
）　
さ
ん　（
茶
道
部
）　
令
和
3
年
9
月
4
日

浅
見　
寧　
さ
ん　　
　
（
洋
画
部
）　
令
和
4
年
2
月
14
日

秋
山　
和
豊　
さ
ん　　
（
洋
画
部
）　
令
和
4
年
3
月
12
日

古
賀　
た
か
し　
さ
ん　（
写
真
部
）　
令
和
4
年
5
月
10
日
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